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第 186号 令和元年 9月

【
技
術
普
及
課
】

　

九
月
十
三
日
、
東
信
森
林
管
理
署
管

内
浅
間
山
国
有
林
に
お
い
て
、
山
岳
科

学
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
生
（
修
士
課
程
一

年
次
の
学
生
）
二
十
八
名
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
筑
波
大
学
、
信
州
大
学
、

山
梨
大
学
、
静
岡
大
学
が
連
携
し
て
創

設
し
て
い
る
、
大
学
院
（
博
士
前
期
課

程
）
の
山
岳
科
学
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
中
部
森
林
管
理
局
は
、
関
東
森

林
管
理
局
と
と
も
に
、
四
大
学
と
、
山

岳
科
学
の
発
展
に
向
け
た
連
携
・
協
力

を
目
的
に
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
実
習
で
は
、
国
有
林
野
事
業
の

事
業
概
要
や
、
清
万
採
種
園
で
の
種
子

採
取
量
増
加
に
向
け
た
取
組
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組

及
び
、
皆
伐
、
地
拵
え
、
植
付
け
を
一

貫
し
て
行
う
こ
と
に
よ
る
、
造
林
コ
ス

ト
軽
減
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

実
習
生
か
ら
は
、「
ク
マ
が
間
違
っ

て
ワ
ナ
に
掛
か
っ
た
ら
ど
う
対
処
す
る

の
か
」、「
ワ
ナ
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に

仕
掛
け
る
の
か
」、「
カ
ラ
マ
ツ
の
生
長

を
早
く
す
る
と
材
質
に
影
響
な
い
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
動
し
、
国
立
研

究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
長
野
増
殖
保
存
園
に
お
い

て
、
カ
ラ
マ
ツ
等
の
遺
伝
資
源
保
存
に

向
け
た
取
組
を
、
ま
た
、
東
信
木
材
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
カ
ラ
マ
ツ
材
の

流
通
等
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
協
定
に
基
づ
い
て
、
よ
り

多
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
企
画
調
整
課
】

　

九
月
十
八
日
、
木
曽
森
林
管
理
署
南

木
曽
支
署
管
内
（
北
蘭
国
有
林
ほ
か
）

に
お
い
て
、
十
四
名
の
モ
ニ
タ
ー
参
加

者
が
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
小
雨
ま
じ
り
の
中
、
南
木

曽
町
の
三
殿
土
場
に
お
い
て
、
木
曽
谷

に
お
け
る
林
業
の
歴
史
や
ブ
ラ
ン
ド
材

「
○
○国
高

木
曽
ひ
の
き
」
の
取
組
を
、
ま

た
、
南
木
曽
支
署
に
移
動
し
、
支
署
長

か
ら
管
内
概
要
や
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
新
庁
舎
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実

践
す
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
使

用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ

Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
蘭
美
林
自
然
探
勝
コ
ー
ス

に
て
、
森
の
中
で
体
を
動
か
し
な
が
ら

記
憶
能
力
機
能
を
向
上
さ
せ
、
認
知
症

予
防
に
有
効
と
さ
れ
る
、
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
を
担
当
職
員
の
指
導
に
よ
り
体
験
し

ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
は
、「
国
産

材
は
外
材
と
比
べ
て
も
高
く
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
」、「
丸
太
の
品
等
に
よ
っ

て
、
付
加
価
値
が
つ
く
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
ま
た
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な

が
ら
の
認
知
課
題
（
引
き
算
・
し
り
と

り
）
は
、
森
の
中
に
こ
だ
ま
す
る
笑
い

声
が
絶
え
な
い
体
験
と
な
り
、「
普
段

味
わ
え
な
い
良
い
経
験
で
し
た
」、「
別

の
コ
ー
ス
で
試
し
て
み
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
か
ら
頂
い
た
御
感
想
、
御
意
見

を
、
今
後
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に

活
か
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〈本局のトピックス〉
山
岳
科
学
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
の

�
受
入
れ
～
山
岳
科
学
連
携
協
定
～

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
現
地
視
察

捕獲わなの説明をする森林技術指導官

高齢級木曽ひのき丸太の見学

コグニサイズの体験
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令和元年 9月 第 186号〈本局のトピックス〉
【
治
山
課
】

　

八
月
二
十
六
日
～
三
十
日
の
「
治
山

技
術
者
育
成
研
修
（
局
研
修
）
」
の
中

で
、
八
月
二
十
八
日
に
「
無
人
航
空
機

の
活
用
実
習
」
を
飯
綱
高
原
ス
キ
ー
場

で
実
施
し
、
三
次
元
モ
デ
ル
画
像
の
作

成
に
あ
た
り
、
無
人
航
空
機
の
自
動
飛

行
に
よ
る
写
真
測
量
実
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

翌
日
の
八
月
二
十
九
日
に
は
、「
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
活
用
講
座
」

を
局
大
会
議
室
で
開
催
し
、
現
在
、
整

備
を
進
め
て
い
る
航
空
レ
ー
ザ
計
測

デ
ー
タ
の
活
用
手
法
や
、
無
人
航
空
機

を
活
用
し
た
写
真
測
量
（
３
Ｄ
デ
ー
タ

化
）
等
の
講
義
を
約
五
十
名
が
聴
講
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
国
土
強
靱
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
局
管
内
の
国
有
林
等
に
お
い
て

航
空
レ
ー
ザ
計
測
を
実
施
し
て
お
り
、

他
機
関
が
実
施
さ
れ
た
航
空
レ
ー
ザ
計

測
と
合
わ
せ
て
、
局
管
内
全
域
（
国
有

林
等
）
の
地
形
デ
ー
タ
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
活
用

は
、
防
災
事
業
の
み
な
ら
ず
、
森
林
分

野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
や
ス
マ
ー
ト
林
業

の
実
現
に
向
け
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
】

　

八
月
二
十
五
日
、
飯
田
市
林
務
課
及

び
鼎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
共
催

（
当
所
は
協
賛
）
に
よ
る
「
松
川
の
清

流
と
自
然
を
訪
ね
て
」
の
イ
ベ
ン
ト

が
、
松
川
入
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
地
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
所
の

職
員
が
治
山
事
業
の
説
明
と
、
今
年
度

事
業
実
行
箇
所
の
現
地
案
内
を
担
当
し

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
飯
田
市
の
水
源
地

で
あ
る
松
川
の
源
流
部
の
豊
か
な
自
然

を
観
察
し
な
が
ら
、
治
山
・
治
水
事
業

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
飯
田
市
生
涯
学
習
講
座
と
し
て
例

年
実
施
さ
れ
る
催
し
で
、
一
般
公
募
に

よ
る
三
十
九
名
の
参
加
者
が
、
午
前
中

は
民
直
事
業
地
の
現
地
見
学
を
行
い
、

午
後
は
松
川
入
ダ
ム
の
見
学
等
を
行
う

日
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
夏
空
の
下
、
所
長
挨
拶

の
後
に
、
崩
壊
地
直
上
や
対
岸
か
ら
の

遠
望
、
職
員
に
よ
る
治
山
工
事
の
進
め

方
の
説
明
を
行
い
、
復
旧
状
況
に
つ
い

て
現
地
を
見
な
が
ら
質
問
等
の
応
答
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
奥
地
で
大

規
模
な
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
た
」、「
市
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
事
業
で
あ
り
、
森
林
が
回
復
し

た
様
子
が
よ
く
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
一
般
市
民
に
治
山
事
業

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
引

き
続
き
事
業
地
の
案
内
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の

�

活
用
に
向
け
た
取
組

「
松
川
の
清
流
と
自
然
を
訪
ね
て
」の

�

イ
ベ
ン
ト
で
治
山
事
業
地
案
内

飯綱高原スキー場の三次元モデル画像

治山技術官による工事の現地説明

無人航空機の活用実習（飯綱高原スキー場）
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【
中
信
森
林
管
理
署
】

　

八
月
十
一
日
、「
山
に
親
し
む
機
会

を
得
て 

山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
を

広
く
普
及
す
る
た
め
、「
山
の
日
」
四

方
山
祭
り
が
上
高
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
観
光
客
や

登
山
客
で
賑
わ
う
上
高
地
園
地
で
、
山

を
テ
ー
マ
に
し
た
軽
快
な
音
楽
が
流
れ

る
な
か
、
国
、
県
、
市
等
の
関
係
機
関

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
様
々
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
信
署
は
、
展
示
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、「
お
山
ん
画
」

パ
ネ
ル
で
子
ど
も
達
に
林
業
の
説
明
を

し
た
り
、
高
山
植
物
保
護
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド

や
し
お
り
の
配
布
、
ミ
ニ
椅
子
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
は
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
が
巡
視
に
あ
た
り
、
登
山
者
へ

の
啓
発
活
動
と
し
て
配
布
し
て
お
り
、

高
山
植
物
や
動
物
の
写
真
、
高
山
植
物

保
護
に
つ
い
て
三
か
国
語
で
表
さ
れ
、

年
齢
を
問
わ
ず
最
も
人
気
が
あ
る
の
は

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
た

カ
ー
ド
で
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
椅
子
作
り
で
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
集
中
し
て
取
り
組
み
、
完

成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

八
月
十
日
、
東
濃
森
林
管
理
署
前
広

場
等
に
お
い
て
、
岐
阜
県
、
中
津
川

市
、
東
濃
森
林
管
理
署
主
催
の
、
な
か

つ
が
わ
「
山
の
日
（
サ
ン
デ
ー
）
」
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど

約
六
百
人
が
林
業
・
木
工
体
験
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
山
と
木
材
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
山
の
日
が

国
民
の
祝
日
と
な
っ
た
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
四
回
目
を
迎

え
、
出
展
ブ
ー
ス
や
参
加
者
も
年
々
増

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
は
、
①
つ
く
る
ブ
ー
ス
（
東

濃
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド

製
作
、
木
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
コ
ー
ス

タ
ー
を
作
る
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
ヒ
ノ
キ

の
マ
イ
箸
作
り
、
ミ
ニ
椅
子
作
り
）、

②
み
る
ブ
ー
ス
（
林
業
機
械
の
展
示
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
森
林
技
術
者

に
よ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ

技
能
競
技
会
）
③
あ
そ
ぶ
ブ
ー
ス
（
木

製
遊
具
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ひ
の

き
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
）
と
多
彩
な
内

容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
濃
署
が
出
展
し
た
ミ
ニ
椅
子
作
り

は
大
人
気
と
な
り
、
子
ど
も
達
は
職
員

の
指
導
の
下
、
慣
れ
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

を
使
っ
て
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
木

の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ミ
ニ
椅
子
を
完
成

さ
せ
、
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
こ
ぼ
れ
る

笑
顔
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
こ
の
山
の
日
イ
ベ
ン
ト

を
き
っ
か
け
に
、
今
後
も
地
域
を
含
む

多
く
の
方
々
に
、
森
林
や
林
業
に
つ
い

て
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ミニ椅子づくりと
ブースの様子

ミニ椅子作りの様子

人気の高山植物保護PRカード完成したミニ椅子をもって記念撮影

〈各地からのたより〉
山
の
日
制
定
記
念

「
山
の
日
」
四
方
山
祭
り
㏌
上
高
地

山
の
恩
恵
に
つ
い
て
考
え
る

�

な
か
つ
が
わ
「
山
の
日
（
サ
ン
デ
ー
）」

�

イ
ベ
ン
ト
開
催
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【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

八
月
四
日
、
立
山
の
ブ
ナ
坂
国
有
林

内
に
お
い
て
、
県
民
協
働
・
山
岳
環
境

整
備
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
「
山
の
日
」
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
に
関
連
し
、
立
山
の
山
岳
環

境
の
保
全
と
、
適
正
な
利
用
を
県
民
協

働
で
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

二
八
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
年
で
四

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ

や
小
中
学
生
な
ど
参
加
者
一
人
一
人
が

協
力
し
、
四
時
間
を
超
え
る
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

当
署
か
ら
は
五
名
の
職
員
が
参
加

し
、
富
山
県
、
環
境
省
、
立
山
黒
部
貫

光
（
株
）、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
総

勢
一
八
〇
名
が
、
天
狗
平
に
設
置
し
て

あ
る
木
製
の
遊
歩
道
に
ス
リ
ッ
プ
防
止

対
策
と
し
て
、
砂
な
ど
を
混
ぜ
て
固
め

た
特
殊
な
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弥
陀
ヶ
原
に
て
富
山
県
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
協
会
に
よ
る
自
然
観
察

会
が
行
わ
れ
た
後
に
、
オ
オ
バ
コ
な
ど

の
外
来
植
物
の
除
去
活
動
を
行
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
無
事
終
え
ま
し

た
。

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

九
月
十
一
日
、
飯
山
市
太
田
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
飯
山
市
の

小
境
・
鷹
落
山
麓
里
山
整
備
利
用
推
進

協
議
会
が
主
催
し
、
北
信
森
林
管
理
署

が
後
援
し
た
、「
よ
く
わ
か
る
脳
ト
レ

森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会
」
が
、

三
十
五
名
の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

体
験
会
で
は
、
東
北
医
科
薬
科
大
学

住
友
和
弘
准
教
授
よ
り
長
谷
川
式
認
知

機
能
評
価
方
法
、
機
分
評
価
方
法
等
の

説
明
を
受
け
、
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク

後
に
、
参
加
者
が
、
し
り
と
り
や
樹
木

の
種
類
を
数
え
な
が
ら
森
林
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
す
る
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
実
践
し
、

森
林
の
癒
し
効
果
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

雨
の
影
響
も
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
数
値

が
下
が
っ
た
人
、
上
が
っ
た
人
と
、
個

人
差
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加

者
か
ら
「
雨
の
中
の
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、「
飯
山
脳
ト
レ
森
林
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
森
林
資
源
を
生
か

し
た
健
康
づ
く
り
と
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
国
有
林

が
所
在
す
る
地
域
や
医
療
機
関
及
び
有

識
者
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

住友准教授による講演の様子

樹木の種類を数えている様子

外来植物の除去作業の様子

木道にスリップ防止板を設置する様子

木道のスリップ防止用の板

〈各地からのたより〉
山
の
日
記
念　

山
岳
環
境
整
備
の

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

よ
く
わ
か
る
脳
ト
レ
森
林

�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会
開
催
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【
名
古
屋
事
務
所
】

　

八
月
二
十
六
日
、
秋
の
気
配
が
、
感

じ
ら
れ
る
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」

で
、
丸
太
切
り
、
ク
ラ
フ
ト
、
ミ
ニ
椅

子
づ
く
り
の
木
工
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

特
別
企
画
に
は
、
小
学
校
高
学
年
の

児
童
十
名
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ク
ル
・
あ
い
ち
）

の
方
々
の
協
力
で
、
丸
太
切
り
、
ク
ラ

フ
ト
と
ミ
ニ
椅
子
づ
く
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

丸
太
切
り
で
は
子
ど
も
達
が
、
初
め

て
使
う
ノ
コ
ギ
リ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

「
夏
休
み
特
別
企
画
！

�
親
子
木
工
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た

東
白
川
中
学
校
緑
化
少
年
団

�

木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学

〈各地からのたより〉

ら
も
、
ク
ラ
フ
ト
に
使
う
材
料
の
長
さ

に
伐
り
、
木
口
の
に
お
い
を
嗅
い
で

「
木
の
良
い
香
り
が
す
る
」
と
母
親
に

持
ち
寄
る
姿
を
見
せ
、
自
分
が
伐
っ
た

木
を
ベ
ー
ス
に
木
片
や
ド
ン
グ
リ
な
ど

を
装
飾
し
て
思
い
思
い
の
作
品
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
椅
子
づ
く
り
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
指
導
の
下
、
慣
れ
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
を
使
い
な
が
ら
親
子
が
協
力

し
て
無
事
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
」、「
疲
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
、
指
導
に
あ
た
っ
た
職
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
に
ホ
ッ
と
胸
を
な
で

お
ろ
し
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
で
は
、
地
域
の
方
々

に
、
木
の
良
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、

木
材
利
用
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

九
月
三
日
、
岐
阜
県
東
白
川
村
、
東

白
川
中
学
校
緑
化
少
年
団
の
皆
さ
ん

が
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
加
子
母

裏
木
曽
国
有
林
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
署
職
員
の
案
内
に
よ
り
、

木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
歴
史
や
伝
統
的
な

伐
倒
方
法
「
三
ッ
緒
（
み
つ
お
）
伐

り
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
平

成
十
七
年
に
行
わ
れ
た
伊
勢
神
宮
の
御

用
材
（
ご
神
木
）
伐
採
跡
地
、
ヒ
ノ
キ

と
サ
ワ
ラ
の
合
体
木
、
平
成
九
年
の
斧

入
式
跡
地
、
二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
な
ど
を

巡
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
か
ら
は
、「
普
段
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
貴
重
な
森
林
を
見
学
で

き
て
良
か
っ
た
」、「
東
白
川
村
の
近
く

に
伊
勢
神
宮
に
使
わ
れ
る
す
ご
い
ヒ
ノ

キ
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
」、「
合
体
木

が
ど
う
し
て
出
来
た
の
か
不
思
議
だ
っ

た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

東
白
川
中
学
校
緑
化
少
年
団
は
今

後
、
伊
勢
神
宮
へ
の
訪
問
を
予
定
し
て

お
り
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
見
学
は
、

良
い
事
前
学
習
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
を
通
じ
、
貴
重
な
ヒ
ノ

キ
林
の
成
り
立
ち
や
大
切
さ
を
啓
発
す

る
と
と
も
に
、
伝
統
文
化
へ
の
貢
献
な

ど
国
有
林
が
果
た
し
て
い
る
役
割
に
つ

い
て
、
子
ど
も
達
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

慣れないノコギリに悪戦苦闘

親子でミニ椅子づくり

二代目大ヒノキ

ヒノキとサワラの合体木
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【
木
曽
森
林
管
理
署
】

　

八
月
五
日
～

九
日
ま
で
の
日

程
で
、
長
野
県

林
業
大
学
校
生

三
名
、
筑
波
大

学
大
学
院
生
一

名
に
対
し
就
業

体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

就
業
体
験
で

は
、
林
野
行
政

や
関
連
す
る
事

業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
森
林
林
業
の

現
状
と
課
題
等
、
基
礎
的
な
知
識
を
学

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
地
実
習
で
は
、
赤
沢
自
然
休
養
林

で
の
森
林
教
室
、
熊
対
策
の
テ
ー
プ
巻

作
業
を
体
験
し
、
ま
た
、
長
野
県
西
部

地
震
の
災
害
復
旧
状
況
の
現
地
確
認

や
、
民
国
連
携
に
よ
る
治
山
事
業
地
の

見
学
も
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ン
パ
ス
測
量
に
よ
る
収

穫
除
地
の
計
測
、
林
道
支
障
木
の
測

樹
、
境
界
標
の
管
理
手
法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
製
品
生
産
事
業
地
で

架
線
集
材
作
業
と
森
林
作
業
道
を
使
用

し
た
搬
出
状
況
の
見
学
や
、
生
産
さ
れ

た
材
の
販
売
方
法
・
流
通
に
つ
い
て
貯

木
場
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
平
地
で
行
う
測
量

と
異
な
り
、
山
で
の
難
し
さ
を
感
じ

た
」、「
現
場
で
の
肉
体
作
業
よ
り
事
務

仕
事
が
多
い
こ
と
に
驚
い
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
職
場
の
雰
囲
気
が
良
く
働
き
や
す
そ

う
な
印
象
を

受
け
た
」、と

い
っ
た
声
も

聞
か
れ
、
当

署
と
し
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
の
熱

意
が
伝
わ

り
、
就
業
に

結
び
つ
く
こ

と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ

で
す
。

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

七
月
六
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま
で
、

御
嶽
山
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会
に

よ
る
遭
難
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
岐
阜
署
で
は
七

月
二
十
七
日
か
ら
二
週
に
わ
た
っ
て
、

署
長
ほ
か
三
名
の
職
員
が
山
岳
救
助
隊

と
合
同
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
登
山
口
で
の
登

山
届
指
導
や
登
山
道
の
確
認
、
登
山
道

や
山
小
屋
の
補
修
作
業
、
安
全
な
登
山

に
つ
い
て
登
山
者
へ
の
啓
蒙
活
動
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
七
日
は
、
台
風
六
号
が
接

近
す
る
濃
霧
で
視
界
の
悪
い
中
、
岐
阜

県
側
の
濁
河
温
泉
登
山
口
か
ら
パ
ト

ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
登
山
者
が
見

ら
れ
、
御
嶽
山
の
人
気
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　

山
頂
の
剣
ヶ
峰
付
近
で
は
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
や
コ
マ
ク
サ
な
ど
高
山
帯
に
生

息
す
る
生
物
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、

今
後
、
希
少
野
生
動
植
物
の
生
息
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
岳
救
助
隊
の
方
々
と

協
力
し
、
御
嶽
山
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を

�

受
け
入
れ
ま
し
た

御
嶽
山
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
へ
参
加

�

～
Ｒ
元
年
度
新
採�

業
務
体
験
記
～

〈各地からのたより〉

台風接近の中､ 登山者で賑わう五の池小屋

御嶽山のライチョウ（画像中央）

製品生産事業の見学

木の材積を測る実習熊対策のテープ巻き作業



− 7−

第 186号 令和元年 9月

【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

八
月
二
十
八
日
、
当
所
に
お
い
て
、

職
員
二
十
一
名
が
参
加
し
、
鳥
獣
保
護

及
び
狩
猟
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る

悪
天
候
で
、
急
遽
、
現
地
開
催
か
ら
所

内
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
講
習
会
で

は
担
当
者
か
ら
、
法
令
、
シ
カ
の
生

態
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
、
シ
カ
対
策

や
造
林
コ
ス
ト
低
減
の
実
証
実
験
に
関

す
る
説
明
を
受
け
た
後
、
二
人
一
組
で

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、
く
く
り
わ
な
を

設
置
す
る
た
め
の
実
技
訓
練
と
動
作
体

験
を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る

�

講
習
会
を
開
催
！

空
調
服
を
活
用
し
た
、

�

熱
中
症
対
策
の
取
組

　

昨
年
度
か
ら
始
め
た
委
託
捕
獲
・
協

定
捕
獲
、
つ
い
で
見
回
り
、
ジ
ビ
エ
利

用
に
続
き
、
十
二
月
か
ら
は
、
手
探
り

状
態
で
職
員
捕
獲
も
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
度
も
、
捕
獲
成
果
を

あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
流
域
、
地
域
と
連
携
し

つ
つ
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

近
年
、
主
伐
・
再
造
林
が
増
加
し
造

林
の
低
コ
ス
ト
化
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、「
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ

苗
」
の
普
及
に
向
け
、
そ
の
優
位
性
の

検
証
の
た
め
各
種
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
長
面
で
の
優
位
性

が
確
認
で
き
れ
ば
、
造
林
コ
ス
ト
で
大

き
な
割
合
を
占
め
る
下
刈
作
業
の
省
略

に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
個
体
調
査
と
合

わ
せ
周
囲
の
下
草
と
の
競
合
度
合
に
つ

い
て
も
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

夏
場
の
造
林
地
で
の
調
査
や
作
業

は
、
熱
中
症
対
策
も
兼
ね
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
度
か
ら

空
調
服
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

空
調
服
と
は
、
電
池
で
フ
ァ
ン
を
稼

働
し
、
気
化
熱
の
作
用
を
増
幅
さ
せ
、

作
業
着
の
中
の
冷
却
効
果
を
図
る
も
の

で
す
。

　

着
用
し
て
作
業
を
し
て
み
る
と
汗
を

か
く
量
が
減
り
、
疲
労
軽
減
に
効
果
が

あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

猛
暑
日
に
た
び
た
び
見
舞
わ
れ
る
昨

今
、
建
設
工
事
現
場
等
で
も
暑
さ
対
策

の
た
め
、
空
調
服
の
普
及
が
見
ら
れ
ま

す
。

くくりわなを設置する訓練の様子

実際に、くくりわなを現地で設置している様子

空調服を着用して調査の準備

空調服を着用した下刈り作業中の様子

〈各地からのたより〉



− 8−

令和元年 9月 第 186号

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

八
月
三
〇
日
、
立
山
・
室
堂
周
辺
に

お
い
て
、
立
山
美
化
清
掃
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
立
山
の
す
ば
ら
し
い

自
然
を
子
々
孫
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
立
山
町
、
山
小
屋
、
自
然
保

護
団
体
等
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当
署
と
し
て

も
毎
年
こ
の
活
動
に
協
力
し
て
お
り
、

今
年
は
五
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
停
滞
前
線
の
影
響
に
よ

り
、
天
候
の
悪
い
中
で
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
が
、
総
勢
約
百
三
十
名
の
参
加

者
が
、
約
二
時
間
ご
み
の
収
集
な
ど
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
よ
り
、
立
山
の
す
ば
ら

し
い
自
然
・
景
観
を
守
る
と
い
う
使
命

感
と
、
多
く
の
人
と
の
協
働
を
通
じ
た

連
携
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

富
山
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

る
立
山
に
お
い
て
、
入
山
者
の
マ
ナ
ー

向
上
に
向
け
た
啓
発
活
動
な
ど
、
今
後

と
も
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　
「
日
本
美
し
の
森
～
お
薦
め
国
有
林

～
」
に
選
定
さ
れ
た
金
華
山
自
然
観
察

教
育
林
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
七
月
末
か
ら
岐
阜
市
内
の
観
光
案

内
所
、
岐
阜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
、
長
良
川
温
泉
組
合
な
ど
と
と
も

に
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
構
内
に
あ
る
観
光
案

内
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
置
し
、

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
案
内
所
に
は
、
国
内
外
か
ら
情

報
を
求
め
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。

　

岐
阜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

は
、
主
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
振
興
や

支
援
に
関
す
る
事
業
、
観
光
客
誘
致
及

び
宣
伝
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
最

近
で
は
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
一
か
月
後
、

長
良
川
温
泉
組
合
か
ら
は
、「
宿
泊
者

か
ら
金
華
山
の
こ
と
を
色
々
聞
か
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
林
野
庁
が
作
成
し
た

マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
わ
か
り
や

す
く
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
が
増
加
す
る
中
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
は
必
須
の
取
り
組
み
で
あ
り
、「
日

本
美
し
の
森 

お
薦
め
の
国
有
林
」
も

岐
阜
県
の
魅
力
を
紹
介
で
き
る
一
つ
の

ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

立
山
美
化
清
掃
大
会

国
内
外
へ
情
報
発
信

～
お
薦
め
国
有
林
「
金
華
山
」～

ＪＲ岐阜駅構内にある観光案内所へ設置したパンフレット

総勢約130名の参加者が集また開会式

悪天候の中、清掃活動を行う参加者

〈各地からのたより〉
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北
信
署
管
内
の
北
部
、
長
野
県
と
新

潟
県
境
に
位
置
す
る
「
北
信
五
岳
」
及

び
、「
日
本
二
百
名
山
」
の
一
つ
で
も

あ
る
「
黒
姫
山
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

黒
姫
山
は
、
長
野
県
上
水
内
郡
信
濃

町
に
あ
り
、
戸
隠
連
峰
の
東
、
妙
高
山

の
南
に
位
置
し
、
標
高
二
、〇
五
三
㍍
、

成
層
火
山
の
安
定
し
た
山
容
か
ら
「
信

濃
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
地

域
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
該
エ
リ
ア
は
、「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
及
び
「
妙
高
戸
隠
連
山

国
立
公
園
」
に
も
指
定
さ
れ
、
麓
か
ら

山
頂
へ
は
、
各
方
面
か
ら
の
登
山
ル
ー

ト
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
登
山
道
沿
い

で
は
、
多
様
な
植
生
の
変
化
や
火
打

山
、
戸
隠
山
、
飯
縄
山
、
苗
場
山
、
岩

菅
山
、
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
橋
登
山
口
か
ら
の
ル
ー

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
橋
登
山
道
へ
の
入
口
は
、
戸
隠
森

林
植
物
園
へ
至
る
県
道
三
六
号
線
「
信

濃
信
州
新
線
」
沿
い
の
戸
隠
牧
場
北
側

の
水
門
脇
に
あ
り
ま
す
。

　

林
道
ゲ
ー
ト
よ
り
カ
ラ
マ
ツ
林
に
囲

ま
れ
た
「
大
橋
林
道
」
を
進
み
、
林
道

分
岐
を
右
に
進
む
と
、
左
側
に
登
山
道

入
口
が
あ
り
ま
す
。

　

暫
く
の
間
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら

緩
や
か
な
登
山
道
を
進
む
と
「
新
道
分

岐
」
に
到
着
で
す
。

　

こ
こ
は
、
四
方
向
（
山
頂
、
林
道
、

古
池
、
峰
の
大
池
）
へ
の
分
岐
点
で
す

が
、
山
頂
へ
は
ま
っ
す
ぐ
進
み
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
山
頂
に
向
か
っ
て
は
、
傾

斜
も
急
に
な
り
、
周
囲
は
ブ
ナ
林
等
、

広
葉
樹
林
と
な
り
ま
す
。

　

登
山
道
周
辺
は
、
次
第
に
竹
細
工
の

材
料
に
も
な
る
「
根
曲
竹
」
の
林
を
抜

け
、
カ
ン
バ
類
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
急
坂
を
登
り
き
る
と
、
よ
う
や
く

外
輪
山
の
尾
根
「
し
ら
た
ま
平
」
で

す
。

　

こ
こ
か
ら

は
、
戸
隠
連
峰

や
飯
縄
山
、
北

ア
ル
プ
ス
な
ど

の
眺
望
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
し
て
山
頂
と
続
く
緩
や
か
な
稜
線

を
進
む
と
、
大
池
分
岐
の
看
板
が
あ

り
、
巨
岩
を
急
登
す
れ
ば
、
黒
姫
山
山

頂
で
す
。

　

山
頂
に
は
、
黒
姫
山
弁
財
天
の
祠

ほ
こ
らが

あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
絶
景
は
、
登
山
の

疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

帰
路
は
、
大
池
分
岐
看
板
よ
り
右
折

し
、
七
ッ
池
や
峰
の
大
池
、
大
ダ
ル
ミ

湿
原
等
を
楽
し
み
登
山
口
へ
戻
り
ま

す
。

　

登
山
口
よ
り
概
ね
七
時
間
で
山
頂
ま

で
往
復
で
き
、
日
帰
り
で
き
る
山
と
し

て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

一
度
、
黒
姫
山
へ
登
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆�

所
在
地
（
戸
隠
牧
場
：
大
橋
登
山
口

付
近
）

　

長
野
市
戸
隠
三
六
九
四

◆
ア
ク
セ
ス

　
【
公
共
交
通
】

　

 

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
か
ら
戸
隠
キ
ャ
ン
プ
場

行
き
バ
ス
七
十
分
下
車
、
徒
歩
五
分

　
【
自
動
車
】

　

長
野
IC
か
ら
車
で
六
十
分 

　

信
濃
町
IC
か
ら
車
で
三
十
分

ご当地

自慢
黒姫山

北信森林管理署

78

くろひめやま

黒姫山山頂の弁財天の祠

北信五岳の一つ、黒姫山

新道分岐

しらたま平からの眺望

北し
なの
線

長野駅

戸隠
神社

県道
36
号線

★

長野IC

信濃町IC

戸隠牧場

野尻湖

上
信
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道
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【
南
木
曽
支
署  

蘭
森
林
事
務
所
】

�

首
席
森
林
官
　
反
中
　
孝
一

　

蘭
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
木
曽
郡

南
木
曽
町
吾
妻
に
所
在
し
、
町
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
南
木
曽
岳
南
側
の
北
蘭
国

有
林
、
南
蘭
国
有
林
、
賤し
ず

母も

国
有
林
、

約
五
、三
〇
〇
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

部
内
の
国
有

林
は
人
工
林
率

が
約
六
割
で
、

年
間
約
一
万
立

方
㍍
の
木
材
生

産
事
業
の
ほ

か
、
森
林
育
成

事
業
、
境
界
巡

検
、
継
続
貸

付
、
獣
害
対
策
な
ど
の
各
種
業
務
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
生
産
事
業
地

の
一
部
が
生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
モ
デ
ル
事
業
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
地
に
は
観
光
地
と
し
て
も
有
名
な

「
妻
籠
宿
」
が
あ
り
、
中
山
道
と
伊
那

街
道
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
と
し
て

古
く
か
ら
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
妻
籠
宿

か
ら
大
妻
籠
を
経
て
馬
籠
峠
を
越
え
れ

ば
「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ

る
。…
」
小
説
『
夜
明
け
前
』
の
著
者
、

島
崎
藤
村
ゆ
か
り
の
地
「
馬
籠
宿
」
が

あ
り
ま
す
。

　

妻
籠
宿
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
と

し
て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
周

辺
の
自
然
景
観
維
持
の
た
め
、
北
蘭
・

南
蘭
国
有
林
の
一
部
の
事
業
実
行
に
当

た
っ
て
は
景
観
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
南
木
曽
ろ
く
ろ
細

工
や
、
蘭
桧

笠
な
ど
伝
統

工
芸
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い

る
地
域
で
も

あ
り
、「
南
木

曽
伝
統
工
芸

の
森
」、「
檜

皮
の
森
」
と
し
て
『
木
の
文
化
を
支
え
る

森
づ
く
り
』
の
た
め
、
協
働
で
森
林
整

備
・
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
檜
皮
の
森
に
於
い
て
、
毎
年
行
わ
れ

る
社
寺
・
仏
閣
用
の
檜
皮
の
採
取
は
、

地
元
小
学
校
や
林
業
大
学
校
に
と
っ

て
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
木
曽
岳
南
山
麓
の
北
蘭

国
有
林
は
、
木
曽
谷
南
部
の
典
型
的
な

生
物
群
集
を
有
す
る
森
と
し
て
「
南
木

曽
岳
生
物
群
集
保
護
林
」
に
、
賤
母
国

有
林
で
は
木
曽
谷
の
多
く
の
森
林
と
異

な
る
特
異
な
植
生
を
形
成
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
賤
母
生
物
群
集
保
護
林
」
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
森
林
の
適

切
な
保
護
・
管
理
の
た
め
に
林
野
巡
視

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

あ
る
ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
伝
統
工

芸
品
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
」
こ

と
が
重
要
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

自
分
な
り
に
は
、
国
有
林
で
産
出
さ
れ

た
原
材
料
が
供
給
さ
れ
、
伝
統
工
芸
品

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の

必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
文
化
の
継
承
や
地
域
振
興
に

国
有
林
と
し
て
、
貢
献
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（農林水産省林
りんやちょう

野庁）〉
　
国
有
林
と
言
え
ば
現
場
、
現
場
と
言
え
ば

森
林
官
！
し
か
し
、
一
般
の
方
に
は
余
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
各
地
に
あ
る
森
林
事
務
所
や
地
域

の
特
色
、
森
林
官
の
仕
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

ヘリコプター集材荷下ろし土場の様子

原皮師による檜皮採取の様子

蘭森林事務所にて、右端が著者

南木曽岳と北蘭国有林、蘭地区

妻籠宿の町並み
（写真提供：南木曽町役場）
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有
限
会
社
　
根
尾
開
発

　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
大
夢

　
　
　
　
　
　
　（
二
○
一
六
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　
請
負
事
業
：�

地
域
連
携
推
進
等
対
策

事
業
（
金
華
山
保
全
）

　
発
注
者
：
岐
阜
森
林
管
理
署

　

こ
の
現
場
は
、
岐
阜
市
の
市
街
地
に

あ
る
金
華
山
国
有
林
に
お
い
て
、
民
有

地
と
の
境
界
沿
い
で
枯
損
な
ど
の
被
害

に
よ
り
倒
伏
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
を
伐

倒
・
整
理
す
る
と
と
も
に
森
林
を
保
全

管
理
し
自
然
再
生
を
推
進
す
る
事
業
で

す
。

　

こ
の
地
域
は
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
も
多

く
、
地
域
の
被
害
対
策
協
議
会
と
も
連

携
す
る
中
で
、
こ
の
事
業
に
よ
り
緩
衝

帯
と
し
て
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
現
場
で
の
役
割
、
魅
力

　

ま
だ
入
社
三
年
目
で
あ
り
、
現
場
で

は
主
に
４
名
の
班
で
地
拵
、
植
付
、
下

刈
、
除
伐
な
ど
の
造
林
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

間
伐
な
ど
は
で
き
ま
す
が
、
大
径
木

等
危
険
を
伴
う
立
木
の
伐
倒
は
、
経
験

豊
富
な
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
正
確
に
そ
し
て
安
全
に
伐
倒

出
来
る
よ
う
技
能
を
鍛
錬
中
で
す
。

　

林
業
の
技
術
は
一
朝
一
夕
に
は
身
に

付
き
ま
せ
ん
が
、
色
々
な
作
業
を
経
験

し
覚
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え

て
技
術
を
習
得
し
、
美
し
い
森
を
次
世

代
に
残
す
た
め
に
、
森
林
の
担
い
手
と

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■
森
林
・
林
業
の
世
界
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

岐
阜
市
の
北
部
で
生
ま
れ
育
っ
た
私

は
、
幼
少
期
か
ら
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
好

き
で
、
将
来
は
屋
外
で
汗
を
流
す
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
岐

阜
農
林
高
校
へ
進
学
し
、
二
年
生
の
時

に
山
仕
事
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
た
伐
採
や

林
業
機
械
の
操
作
体
験
で
、
大
木
が
倒

れ
る
姿
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
山

仕
事
の
達
成
感
を
肌
で
感
じ
将
来
の
仕

事
に
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
自
ら
選
択
し
た
仕
事
に
就
く

こ
と
で
、
充
実
感
と
や
り
甲
斐
が
持
て

る
と
思
い
、
森
林
管
理
の
技
術
者
を
目

指
し
て
、
地
元
で
森
林
整
備
や
素
材
生

産
等
を
行
っ
て
い
る
こ
の
会
社
に
入
社

し
ま
し
た
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

林
業
の
現
場
は
厳
し
い
労
働
環
境
で

危
険
も
伴
い
ま
す
が
、
無
事
に
仕
事
を

や
り
遂
げ
た
後
の
達
成
感
が
た
ま
り
ま

せ
ん
。
現
場
職
員
は
二
十
二
名
で
若
い

社
員
も
多
数
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の

達
成
感
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
み
せ
ん

か
！ 

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（森林・林業）〉
シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
・
林
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
植
林
や
間

伐
な
ど
を
行
う
森
林
・
林
業
事
業
体
か
ら
の

投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や
女

性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

高所伐採に向かう著者

伐倒した枯損木の整理
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令和元年 9月 第 186号〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（林業土木）〉　
木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
靖
児

　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
〇
七
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　
請
負
事
業
：�

濁
川
（
第
六
十
五
号
）

復
旧
治
山
工
事

　
発
注
者
：
木
曽
森
林
管
理
署

　

本
工
事
は
、
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村

御
岳
国
有
林
に
お
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
谷
止
工
一
基
、
異
形
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
積
工
四
百
七
十
三
個
、
大
転

石
積
工
四
四
〇
・一
平
方
㍍
瀬
追
い
盛

土
工
一
二
、四
九
四
・〇
立
方
㍍
を
主
な

工
種
と
し
て
施
工
す
る
治
山
工
事
で

す
。

■
現
場
で
の
役
割
、
魅
力

　

今
回
の
工
事
は
、
堰
堤
の
規
模
が
大

き
く
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
谷
止
工
で
す
。
無
事
故
で
工
期
を
終

え
る
た
め
に
、
本
体
工
掘
削
に
入
る
ま

で
の
施
工
手
順
、
仮
設
ヤ
ー
ド
の
位
置

や
打
設
方
法
を
検
討
し
、
現
場
作
業
員

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
規
模
の

大
き
さ
に
加
え
、
夏
場
も
日
陰
が
な
い

厳
し
い
環
境
で
の
作
業
と
な
る
の
で
、

熱
中
症
対
策
が
必
要
で
す
。
塩
分
補
給

の
た
め
の
飴
や
水
分
補
給
が
で
き
る
よ

う
な
場
所
を
確
保
し
て
、
作
業
員
の
体

調
に
配
慮
し
て
今
後
も
施
工
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
林
業
土
木
の
世
界
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

私
は
高
校
・
専
門
学
校
と
林
業
を
学

び
、
林
業
土
木
に
も
触
れ
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
構

造
物
を
始
め
か
ら
最
後
ま
で
作
っ
て
工

事
を
完
成
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ

と
、
も
と
も
と
身
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
業
界
を

選
択
し
ま
し
た
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

構
造
物
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
と
き
に
は
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
私
自
身
十
年
以
上
こ
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
工
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
多
様
な
工
事
を
経
験
で
き
る
こ
と

も
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
だ
と
感
じ
ま

す
。

　

林
業
土
木
の
業
界
の
課
題
と
し
て
、

体
力
的
に
き
つ
い
こ
と
や
、
山
の
中
の

仕
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
い
人
が
進

ん
で
選
択
し
な
い
業
界
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
や
り
が
い
の
多
い
仕
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
若

い
人
た
ち
と
働
く
こ
と
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
林
業
土
木
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
林
道
や
治

山
工
事
な
ど
を
行
う
林
業
土
木
事
業
体
か
ら

の
投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や

女
性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

濁川（第65号）現場の様子

濁川（第65号）現場の様子

起工測量をしている筆者
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第 186号 令和元年 9月

 
①�

４
日　

第
13
回
中
央
ア
ル
プ
ス
山
麓
美
酒
フ
ェ
ス

タ�

（
南
信
署　

駒
ヶ
根
市
）

　

中
央
ア
ル
プ
ス
山
麓
で
造
ら
れ
た
、
ビ
ー
ル
・

ワ
イ
ン
・
日
本
酒
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・
リ
キ
ュ
ー
ル

類
な
ど
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
地
元
の
造
り
手
や
ソ
ム
リ
エ
の
貴

重
な
話
を
聞
き
な
が
ら
、
至
高
の
味
わ
い
を
心
ゆ
く

ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
場
：
駒
ヶ
根
市
銀
座
通
り
商
店
街

お
問
い
合
わ
せ
：
駒
ケ
根
市
観
光
協
会

℡
：
０
２
６
５
︱
８
１
︱
７
７
０
０

②�

５
日
～
11
月
４
日　

カ
ヤ
の
平
高
原
・
秋
山
郷

シ
ャ
ト
ル
便
運
行

�

（
北
信
署　

飯
山
市
・
木
島
平
村
・
栄
村
）

　

ブ
ナ
の
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
「
カ
ヤ
の
平
高
原
」

と
、
長
野
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
先
人
の
知
恵
と 

技
を
受
け
継
い
だ
独
特
の
文
化
が
生
き
る
秘
境
「
秋

山
郷
」
を
結
ぶ
飯
山
駅
発
着
の
周
遊
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
、
期
間
限
定
で
運
行
し
ま
す
。

運
行
日
： 

十
月
五
日
～
十
一
月
四
日
の
期
間
、
土
日

祝
日
の
み
運
行

時
間
：
飯
山
駅
十
時
発
、
飯
山
駅
十
七
時
三
十
分
着

③�

５
日　

岐
阜
大
学
70
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
野
生
動
物
管
理
の
推
進
を
担
う
地
方
大
学
の
取

組
」�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

野
生
動
物
の
管
理
学
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
大
学
の
事
例
な
ど
紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
：
岐
阜
大
学
講
堂

お
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部

④
５
日
～
６
日　
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
山
フ
ェ
ス
タ

�

（
中
信
署　

白
馬
村
）

　

白
馬
山
案
内
人
組
合
の
創
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念

し
て
、
白
馬
の
山
岳
の
歴
史
や
登
山
文
化
の
魅
力
を

多
く
の
方
々
が
体
験
で
き
る
山
岳
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
他
に
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
な
ど
が

多
数
出
展
し
ま
す
。

会
場
：
白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21

⑤�

５
日
～
６
日　

第
４
回　

飛
騨
位
山
ト
レ
イ
ル
大

会�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

累
積
標
高
差
が
大
き
く
、
樹
齢
二
〇
〇
〇
年
の
ツ

メ
タ
の
大
イ
チ
イ
や
、
天
の
岩
戸
を
は
じ
め
と
す
る

巨
石
群
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
出
会
え
、
源
流
の
森

を
体
験
で
き
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
山
岳
ト
レ
イ

ル
大
会
。（
五
日
は
、
位
山
ダ
ン
ヒ
ル
の
み
）

会
場
：
モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨
位
山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

お
問
い
合
わ
せ
：
飛
騨
位
山
ト
レ
イ
ル
実
行
委
員
会

⑥�

６
日　

第
58
回
信
州
木
曽
・
上
松　

赤
沢
森
林
浴

大
会�
（
木
曽
署　

上
松
町
）

　

赤
沢
自
然
休
養
林
に
集
合
し
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
森

林
浴
を
楽
し
め
ま
す
。
コ
ー
ス
は
学
術
研
究
コ
ー
ス

（
約
四
時
間
）
と
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
（
約
三
時
間
）、

リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
（
十
名
限
定
）
の
中
か
ら
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
費
三
千
五
百
円
：
申
し
込
み
必
要

お
問
い
合
わ
せ
：
上
松
町
観
光
協
会

℡
：
〇
二
六
四
︱
五
二
︱
一
一
三
三

⑦
６
日　

伊
那
市
環
境
展
２
０
１
９

�

（
南
信
署　

伊
那
市
）

　

伊
那
市
内
の
各
地
域
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
、
団

体
及
び
企
業
な
ど
が
出
展
し
、
環
境
や
エ
コ
に
つ
い

て
、
楽
し
み
な
が
ら
、
学
ん
だ
り
考
え
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
参
加
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

会
場
：
伊
那
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
：
伊
那
市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課
消

費
生
活
係

℡
：
〇
二
六
五
︱
七
八
︱
四
一
一
一

⑧
８
日　

明
神
池
お
船
祭
り

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

毎
年
10
月
８
日
に
、
穂
高
神
社
奥
宮
例
大
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。「
明
神
池
お
船
祭
り
」
と
も
呼
ば

れ
る
こ
の
祭
り
は
、
一
年
の
山
へ
の
感
謝
と
安
全
無

事
の
祈
願
を
こ
め
て
昭
和
二
十
六
年
か
ら
六
十
年
間

続
け
ら
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

会
場
：
明
神
池

時
間
：
午
前
十
一
時
よ
り

⑨
上
旬
～
下
旬　

乗
鞍
高
原
の
紅
葉

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

乗
鞍
高
原
に
は
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
が
、
最
も
有
名
な
の
は
三
本
滝
・
善
五
郎
の

滝
・
番
所
大
滝
の
三
大
滝
で
す
。
中
で
も
三
本
滝

は
、
三
つ
の
滝
が
一
ヶ
所
に
集
ま
り
「
日
本
の
滝
百

選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
乗
鞍
山
頂
へ
と
続
く

乗
鞍
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
（
マ
イ
カ
ー
規
制
あ
り
）
は
壮

大
な
紅
葉
の
眺
め
を
楽
し
む
の
に
最
適
で
す
。

⑩
上
旬
～
下
旬　

奥
裾
花
自
然
園

�

（
北
信
署　

長
野
市
）

　

日
本
百
景
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
奥
裾
花
渓

谷
。
樹
齢
三
〇
〇
年
以
上
の
ブ
ナ
や
ト
チ
の
原
生
林

に
囲
ま
れ
た
「
奥
裾
花
自
然
園
」
は
、
林
野
庁
の

「
水
源
の
森
百
選
」
に
も
選
ば
れ
、
秋
に
は
渓
谷
全

体
が
紅
葉
に
染
ま
る
風
景
は
見
事
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
鬼
無
里
観
光
振
興
会

⑪
上
旬
～
下
旬　

美
ヶ
原
高
原
の
紅
葉

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
が
赤
や
黄
に
色

づ
き
、
高
原
全
体
が
秋
一
色
と
な
り
ま
す
。
王
ヶ
頭

や
王
ヶ
鼻
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
や
市
街
地
ま
で
の
紅
葉

す
る
山
々
が
一
望
で
き
ま
す
。

⑫�

14
日
～
20
日　

秋
の
森
の
見
ど
こ
ろ
と
森
で
の
健

康
づ
く
り
展�

（
中
部
局　

長
野
市
）

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
お
勧
め
の
、
県
内
各
地
の

森
の
お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
対
策
に
も
な
る
森
の
歩
き
方
や
、
中
部
地
方

の
各
地
か
ら
望
む
山
並
み
の
写
真
な
ど
も
展
示
し
ま

す
。

　

お
子
様
用
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
ご
用
意
し

て
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

19
日
は
、
木
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
成
体
験
も
あ
り
ま

す
。（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所
： 

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
長
野
３
階
「
り
ん
ご
の
ひ
ろ

ば
」

問
い
合
わ
せ
：
中
部
森
林
管
理
局　

広
報

⑬
中
旬
か
ら
11
月
中
旬　

阿
寺
渓
谷
の
紅
葉

�

（
南
木
曽
支
署　

大
桑
村
）

　

阿
寺
ブ
ル
ー
の
清
流
で
有
名
な
阿
寺
渓
谷
。
こ
の

時
期
は
紅
葉
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
清
流
と
紅
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
大
桑
村
観
光
協
会

⑭
12
日
か
ら
14
日
、
19
日
、
20
日

　

米
子
大
瀑
布
シ
ャ
ト
ル
便
運
行

�

（
北
信
署　

須
坂
市
）

　

日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
「
米
子
大
瀑

布
」
と
日
帰
り
温
泉
施
設
「
湯
っ
蔵
ん
ど
」
の
間
を

　月
の

〜
魅
力
イ
ッ
パ
イ
国
有
林
〜

聴
き
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

10
【
上
　
旬
】

【
中
　
旬
】

各地の遠望スポットから、
その先に連なる山々の名前
をご紹介します。

「国有林おさんぽＭＡＰ」で
マチナカ以上～登山未満の多種
多様なコースをご紹介

歩き方を一工夫して、認知症や
骨粗鬆症にまで効果アップ！

＠長野駅ＭＩＤＯＲＩ りんごのひろば

中部地方の山並み「あの山なーに？」

林野庁 中部森林管理局

国有林おさんぽＭＡＰ
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運
行
し
ま
す
。

・ 
米
子
大
瀑
布
駐
車
場
行
き　

七
時
三
十
分
～
十
三

時
の
間
、
三
十
分
間
隔

・ 

湯
っ
蔵
ん
ど
行
き　

九
時
二
十
分
～
十
六
時
の

間
、
約
三
十
分
間
隔

⑮�

19
日　

南
ア
ル
プ
ス
林
道
バ
ス
開
業
40
周
年
記
念

水
峠
紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

�
（
南
信
署　

伊
那
市
）

　

見
頃
を
む
か
え
た
南
ア
ル
プ
ス
の
紅
葉
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
北
沢
峠

と
仙
水
峠
の
間
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

※ 

林
道
バ
ス
の
往
路
代
は
参
加
費
に
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ツ
ア
ー
は
健
脚
者
向
け
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
伊
那
市
観
光
協
会

℡
：
〇
二
六
五—

七
八—

四
一
一
一

⑯
鎌
池
の
紅
葉�

（
中
信
署　

小
谷
村
）

　

太
古
の
ブ
ナ
の
森
に
囲
ま
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
佇
む

神
秘
の
池
。
周
り
を
一
周
２
㌖
の
遊
歩
道
に
囲
ま

れ
、
新
緑
の
頃
や
、
紅
葉
の
時
期
に
は
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。
池
の
主
は
大
き
な
鯉
だ
と
か
。
例
年
10

月
中
旬
頃
に
紅
葉
の
見
頃
を
向
か
え
、
鎌
池
に
映
り

込
む
紅
葉
を
写
真
に
収
め
る
た
め
多
く
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
訪
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
小
谷
村
観
光
連
盟

⑰
19
日　

１
９
木も

く

ト
ピ
ア

�

（
愛
知
所　

新
城
市
）

　
「
木
を
育
て
森
林
に
学
ぶ
～
遠
そ
う
で
身
近
な

「
林
業
」
を
感
じ
よ
う
～
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

愛
知
森
林
管
理
事
務
所
の

ブ
ー
ス
で
は
、
木
工
ク
ラ

フ
ト
を
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
＆
第

21
回
山
と
水
と
み
ど
り
の

協
同
組
合
ま
つ
り
「
奥
三

河
！
ま
る
ご
と
た
べ
り
ん
祭
」
も
共
同
開
催
。

会
場
：
愛
知
県
新
城
市
桜
淵
公
園

⑱�

20
日　

第
５
回
飛
騨
小
坂
お
ん
た
け
パ
ノ
ラ
マ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン
グ

�

（
岐
阜
署　

下
呂
市
）

　

御
岳
自
然
休
養
林
内
の
標
高
一
千
七
百
㍍
、
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。
高
地

で
の
運
動
は
、
酸
素
を
取
り
込
む
能
力
が
向
上
し
持

久
力
を
高
め
る
ほ
か
、
肥
満
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
改
善
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
の
健
康

づ
く
り
に
も
最
適
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
： 

下
呂
市
役
所
小
坂
振
興
事
務
所 

内 

「
飛
騨
小
坂
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
」

 

⑲
下
旬
～　

付
知
峡
の
紅
葉�（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　

付
知
峡
は
、「
森
林
浴
の
森
日
本
一
〇
〇
選
」「
岐

阜
県
の
名
水
五
〇
選
」「
飛
騨
・
美
濃
紅
葉
三
十
三

選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
、
東
濃
有
数
の
峡
谷
で

す
。
ま
た
、
岐
阜
県
を
代
表
す
る
紅
葉
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
青
川
の
異
名
を
持
つ
ほ
ど
澄

み
切
っ
た
付
知
川
の
清
流
に
、
鮮
や
か
に
紅
葉
が
映

え
ま
す
。

⑳�

25
日
～
11
月
20
日　

第
48
回
岐
阜
公
園
菊
人
形
・

菊
花
展�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

金
華
山
国
有
林
麓
の
岐
阜
公
園
で
「
信
長
公
、
フ

ロ
イ
ス
と
接
見
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
「
菊
人
形
・
菊

花
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
菊
作
り
の
名
人
た
ち
が

育
て
た
大
菊
、
小
菊
、
美
濃
菊
を
は
じ
め
、
小
菊
を

流
木
な
ど
に
這
わ
し
て
作
る
「
木
付
け
」
な
ど
の
菊

花
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
市
公
園
整
備
課

�
27
日　

め
い
ほ
う
高
原
秋
祭
り
２
０
１
９

�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

紅
葉
も
グ
ル
メ
も
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
め
る
お
祭

り
で
す
。「
名
物
千
人
鍋
」
の
無
料
配
布
を
は
じ
め
、

特
産
品
の
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
に
行
わ
れ
ま
す
。

会
場
：
め
い
ほ
う
ス
キ
ー
場

お
問
い
合
わ
せ
：
明
宝
イ
ベ
ン
ト
推
進
協
議
会

��

31
日　

地
域
と
つ
く
る
！
健
康
・
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム　

な
ぜ
森
に
入
る
と
気
持
ち
が
よ
い
の
？

～
新
し
い
森
林
浴
へ
の
期
待
～

�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　
（
一
社
）
森
と
未
来
代
表
理
事
の
小
野
な
ぎ
さ
様

に
よ
る
講
演
会
を
通
じ
て
、
多
く
の
森
林
を
有
す
る

高
山
市
の
地
域
と
人
を
元
気
に
す
る
森
林
浴
の
可
能

性
や
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

会
場
：
久
々
野
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ
：（
株
） 

長
瀬
土
建

��

下
旬
～
11
月
上
旬　

飛
騨
美
濃
せ
せ
ら
ぎ
街
道
の

紅
葉
が
見
頃�

（
高
山
市
～
郡
上
市
）

　

岐
阜
県
中
央
部
を
南
北
に
縦
断
す
る
国
道

四
百
七
十
二
号
線
は
「
飛
騨
美
濃
せ
せ
ら
ぎ
街
道
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
例
年
十
月
下
旬
か
ら
全
長

七
十
二
㌖
に
お
よ
ぶ
沿
道
の
各
所
で
紅
葉
が
楽
し
め

ま
す
。
標
高
の
最
も
高
い
西
ウ
レ
峠
か
ら
順
に
紅
葉

が
始
ま
り
、
11
月
上
旬
に
な
る
と
赤
や
黄
色
に
美
し

く
染
ま
る
山
肌
が
高
山
、
明
宝
、
郡
上
八
幡
へ
と
広

が
り
ま
す
。

　風が冷たくなり、急に秋めいてきました。
　国有林では、紅葉を背景に様々なイベントが予定されています。
秋の香りと燃ゆる山々の雄大な風景！ひと時の感動を探しに、森へお
でかけしませんか。
　中部森林管理局では、気軽な散策に向いた国有林もピックアップ
しています。
　ぜひ、「国有林おさんぽマップ」を片手に、森へ出かけてはいか
がでしょうか。
（おさんぽマップは、QRコードを読み込んでください）

☆�魅力イッパイ国有林などに関する写真投稿を随時募集しています。
　�ステキな写真が撮れましたら　migoro＠maff.go.jpまで電子メー
ルでお送りください。（１メール容量２ＭＢ以内）
※�特にステキな写真は、広報誌「中部の森林」の表紙に掲載し紹
介させていただきます。ご投稿には、氏名またはニックネーム、
整理番号（今月なら①～�のいずれか）、撮影日を記入してお送
りください。感想やコメントを添えていただいても構いません。
☆�森林でのお仕事紹介コーナーを見て、森林・林業業界へのご興味
を持っていただけたら幸いです。進路検討中の皆様、お気軽に最
終ページのお問い合わせ先へご相談ください。

編 集 長 だ よ り あなたのお気に入りの一枚！お待ち申し上げます！

【
下
　
旬
】

地域とつくる！健康・人材育成プログラム

なぜ森に入ると気持ちがよいの？ 
～ 新しい森林浴への期待 ～ 

 

日 時： 年 月 日（木） ～

場 所：久々野公民館

高山市久々野町久々野 番地 電話

参加費：無 料

出演者：（一社）森と未来 代表理事 小野なぎさ

主 催 ： 株式会社 長瀬土建

後 援 ： 高山市 ・ 飛騨森林管理署・高山市教育委員会

岐阜県立森林文化アカデミー

一般財団法人 飛騨高山大学連携センター

申し込み 株式会社 長瀬土建 担当  見座垣内（みざがいと） 
m.naoko@nagase-const.com tel 0577-52-2233 Fax 0577-52-2153 
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お問い合わせ先　中部森林管理局　〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5　TEL�050-3160-6507（代表）　TEL�026-236-2721（夜間・休日）　FAX�026-236-2657

（　）は庁舎所在市町村

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

yoshinori_kurita740
テキスト ボックス

yoshinori_kurita740
テキスト ボックス


